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1序 論
動詞 は 自動詞 と他 動詞に下位 分類で きるといわれ るが、 自 ・他動詞 の概念規定が あきらかで
はない。 自 ・他 の分類 については ヲ格名詞句の有無、対象へ の働 きかけ、受身へ の可否 とい う
観 点か ら分 類が行われ て きた が、最 近 は既存 の動詞分類 につ いて のい ろん な問題 点が提起 さ
れ 、動詞 は 自他 に二分 され るのではな くプ ロ トタイ プ論的 な考 え方 が導入 され 、他動性の立場
か らの研 究(ヤ コブセ ン、角 田太作)も 行われてい る。 ヤ コブセ ン(1989)は 動詞文は他動原
型 と自動原型 があって、それ らは連続 体の両端 をな してい る とい う考 え方 か ら、動詞 の分類 を
してい る。
本論 文は動詞が 自 ・他に明確 に分類 で きないのは動詞 がそれ ぞれ別 の概念 ではなく互い にど
こかで繋 が りをもってい るか らではないか とい う立場 にたって 自 ・他が どこで繋が り、それが
ヴォイス との関わ りに どんな影響 を及ぼ してい るのかについ て領域 を広 げて調べ る。 動詞が使
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役の意味 を表わ した り、動詞の(sa)seru形 が他動の意 味 と して使われた り、自動詞の使役 形 と
他動が ほ とん ど同 じ意 味 として使 われ る時の役割分坦、 また動詞 と使役 、受身 との関わ りを究
明 し、 どこで他動 と使役 が分化 され てい くのかをあき らか にす る。
本研 究の論点を各章 ごとに整理す ると次 の通 りで ある。
2他 動詞構文
2.1有 対他動詞
動詞 には対象へ働 きかけ るいわゆ る自動詞 と自らの動 きや状態 を表 わす 自動詞があ る。 いわ
ゆる 自動詞が表わす対象へ の働 きかけは事態 の成立 に対す るガ格名詞 とヲ格名詞の意志や 動作
の有無、ガ格名詞 と対象 との関わ り、あ るいは動詞 な どによって異 なる。
他 動詞 は 「対応す る 自動詞 があ るもの と、ない もの とでは意味 的な差 があ り、効応す る自動
詞が あるものは対象 に対す る働 きかけ と対象 の変化 を表わ し、対応す る 自動詞がない ものは対
象 に対す る働 きかけを表 わす」(宮 島:1972)と す るが、対応す る自動詞 のある他動詞(以 下、
有対他動詞、 とす る)で もガ格名詞 の働 きかけによって変化 が生 じる典型的 な他動詞か ら、対
象へ の働 きか けはな くガ格名詞 の状態を表 わす 自動詞 に近い動詞 まである。有対他動詞が表わ
す働 きか け と変化 との関わ りは次の よ うである。
(!)ヲ 格名 詞の変化 がガ格名詞 の意 志的な動作 による場合
(2)ヲ 格名詞の変化 がガ格名詞 の意 図 とヲ格名詞 の意志的 な動作 に よる場合
(3)ヲ 格名詞の変化 がガ格名詞 の無意志 的な動作 による場合
(4)ガ 格名詞が ヲ格名詞 の変化 の原 因 として働い てい る場合
(5)ヲ 格名詞がガ格名詞 の一部、あ るいは所有物 として、 ヲ格名詞 の変化 がガ格名 詞の変化
を表 わす再帰用法の場合
(6)ヲ 格名詞の変化 に対 してガ格名 詞が責任 ・不 注意 を感 じる場合
(7)ヲ 格名詞の状態 がガ格名詞 に移 り、それ がガ格名詞 の状態 として持続 してい る場合
この よ うに有対他動詞 が必ず 「対象 に対す る働 きか け と対象 の変化 を表 わす」 のではない とい
うこ とが分か る。
2.2無 対他動詞
対応す る 自動詞 をもたない他 動詞(以 下、無対他動詞 、 とす る)も ヲ格名詞へ働 きかけ る点
では有対他動詞 と同 じであ るが、ガ格名詞 の働 きかけによって ヲ格名詞 に変化 が生 じ得 る場合
において も変化までは表 わ さない し、また、有対他 動詞 と同様 に ヲ格 名詞 への働 きかけがな く、
ガ格名 詞 自らの動作や状 態を表わす動 詞 もあった。
(!)ガ 格名詞の意志 的な動 作に よって ヲ格名詞 には変化 の可能性 が内在 され てい る場合
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(2)働 きか けがガ格名詞 の意志 的な動作 によるが、動作 によってヲ格名詞 には物理 的な変化
の可能性 はない場合
(3)ヲ 格名詞 への働 きか けが機械や 自然現象の よ うに意志的な動作 によ らない場合
(4)ガ 格名詞 が ヲ格名詞 の動作 の原 因 として働 いてい る場合
(5)ヲ 格名詞 に対す るガ格名詞 の判 断 ・評価 を表 わす場合
(6)ヲ 格名詞 に対す るガ格名詞 の心理状態 を表す場合
(7)ガ 格名詞 の動作 がヲ格名詞 に及 ぶが、結局 自分 自身に も どって くる再帰用法 の場合
(8)ヲ 格名 詞の状態がガ格名詞 に持 た され ている場合
3自 動詞構文
3.1有 対 自動詞
自動詞 も対応す る他動詞 の有無に よって有対 自動詞 と無対 自動詞 に分類す るこ とができ る。
有対 自動詞 について早津(1987)は 働 きかけによってひ きお こ しうる非情物の変化 を表 わすの
で主語 は非情物で あ り、ガ格名 詞 に有情物がきて も動作性 を感 じる ことができないか ら有情物
としての人 とはいいがたい とす る。また。西尾(1978)も 意志形や命令形 を本来の意味 と して
用 い ることが できないか不 自然で あるの は 「有対 自動詞 の主語 が非情物 であるこ とか ら生 じる
現象 である」 としてい るが、動作性 の ある有情物 が くる場合 もある。 その動作 は他動詞 の主語
の働 きかけによる動作であ った り、 あるいは動作 に対す る意 図が 自動詞 のガ格名詞か ら出た場
合 もある。対応す る他 動詞の主語 が 自動詞 のガ格名詞 の動作 に対 して強制や許可、 あるいは責
任や 不注意 を感 じる場合 として、 自動詞 を意志形や 「～たい」 の接続 ができ るとい うこ とはガ
格名詞 に動作性 があるこ とを裏付 ける。
3.2無 対 自動詞
自動詞 によって表 され る動作が動作主 の意志に よって行 なわれ る場合 には大体無対 自動詞が
用 い られ るが 、ガ格名 詞に よって コン トロール できない無意志 的な動 作を表 わす場合 もあ る。
また、無対 自動詞 は自燃 現象の変化や無意志的な人 の心理状態や 生理 的な現象 、あるいは物の
自然 な変化 も表わす。 それか ら、働 きか けによらない人や植 物 の生育に関わる状態変化 、あ る
いは変化 を前提 としない人や物の単純状態 も表わす。
4他 動性
他動詞 はヲ格名 詞への動 きか けを表わすが、ガ格名詞 とヲ格名詞 の意志や動作 の有無、ガ格
名詞 とヲ格名詞 との関わ り、 あるいは動詞な どに よって異 なるが、次 の よ うな意味特徴 を満 た
されれ ば他動 性の高い他 動詞 だ といえ る。
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(1)事 態 に関与す る事 物 は動作主 とヲ格名 詞物 の二 つで あ り、各 々は違 った意 味役割 をす
る。
(2)動 作主 には働 きかけがある。
(3)ヲ 格名詞への働 きかけは意 図による。
(4)ヲ 格名詞への働 きかけは動作主 の動作に よる。
(5)働 きかけによってヲ格名詞 は変化 を被 る。
(6)変 化 は現実の時間 において生 じる。
いわゆる 自動詞 を他動性 の観点 か ら分類す ると大体次の よ うになる。
1事 態に関与す る事物 が二つであ り、ガ格名 詞の働 きかけによって結 ばれ てい る場合
(1)ヲ 格名詞がガ格名詞 の意志的 な動作 によって変化 す る場合
(2)働 きかけはガ価名詞 の意 図によるが、変化 は ヲ格名 詞の意志的な動作 による場合
(3)ヲ 格名詞 にはガ格名詞 の意志 的な動作に よって変化 の可能性が内在 されてい る場合
(4)ガ 格名詞 の意志的 な動作 によるがヲ格名詞 には物 理的な変化 の可能性がない場合
(5)ヲ 格名詞へ の働 きかけが人 の無意志的な動作 による場合
(6)ヲ 格名詞へ の働 きかけが機械や 自然現象に よる場合
(7)ガ 格名詞 が事柄名詞や物名詞 として変化(動 作)の 原因 として働 く場合
(8)ガ 格名詞 に動作性 はな くヲ格名詞 に対す る判 断や 評価 を表 わす場合
(9)ヲ 格名詞 に対す るガ格名詞 の無意志的な心理状態 を表わす場合
2事 態に関与す るのが同一の事物 あるいは所有物 として、ガ格名詞 とヲ格名詞 は全体 と部分
の関係 にあ り、文の 中で は二つ の違 った名 詞を とって現われ るが、 ヲ格名詞の変化 がガ格名
詞 の変化 を意味す る場合
(1)ヲ 格名詞 の変化 がガ格名詞 の意志的 な動作 による場合
(2)ヲ 格名詞 の変化 がガ格名詞 の意 図によるが、変化 は第3者 の動作 による場合
(3)ヲ 格名詞 の変化 はガ格名詞 の無意志的な動作に よる場合
(4)第3者 か らの間接的 な影響 によってガ格名詞 の状 態が変化す る場合
(5)ヲ 格名詞がガ格名詞 の違 った一部分で あるが、 ヲ格名 詞の変化 にガ格名詞 が間接 的な原
因 を提供す る場合
3事 態 に係 わる事物が二つ であ り、ヲ格名詞 の変化 にガ格名 詞は直接 関与 しないが、ヲ格名
詞 の変化 あるいは状態がガ格名 詞の状態あ るいは周辺 的な環境 に変化 を与える場合
(1)ヲ 格名詞の変化 に対 してガ格名詞が責任 を感 じるが、 ヲ格名詞 の変化がガ格名詞 を取 り
巻 く周辺 的な条件 に変化 を与 え る場合
(2)ヲ 格名詞 に具体的 な変化が あるのではな く、 ヲ格名詞 の状態がガ格名 詞に移 り、それ が
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ガ格名詞の状態 として持続 して残 されてい る場合
5使 役構文
5.1使 役 の意 味
典型的 な使役 は誰かが誰か にある動作をす るように仕 向け ることであるが、 日本語の使 役形
(動詞 の(sa)seru形)が 必 ずその よ うな意味 をもってい るのではな く、使役主体 と被使 役者
の事態 に対す る意図 と動作の有無、動詞 の種類 な どによって異 なる。
(1)語 彙的な他動:事 態が使役 主体の動作 によって行 なわれ る場合
(2)強 制1:事 態が使役 主体 と被使役者 の動作 によって実現 され る場合
(3)強 制2:事 態実現に対す る被使役者 の意志 よ りは使役主体 の意 図が強い場合
(4)・説得:被 使役者 に意 図はないが、使役 主体 に唆 され て事態 を行 な う場合
(5)配 慮:被 使役者 があ る行為 をす るよ うに使役主体 があ らか じめ用意 しておいた場合
(6)許 諾:被 使役者 の要請 と使 役主体の許 可によって事態 が成 り立っ場合
(7)黙 認:被 使役者 がす でに始 まっている、あるいは始 めよ うとしている行為 をそのまま使
役 主体 が放 置 してお く場合
(8)誘 発:使 役 主体 は抽象 的な事柄 として事態 の原因 になってい る場合
(9)不 注意:被 使役者 の動 作行 為に対 して使役主体が責任 ・不注意 ・屈辱 を感 じる場合
(1① 判断:被 使役者 に対す る考 え ・判 断を使役形式 を借 りて表 わす場合
このよ うに動詞 の使役形 は使役 主体の動 作 と動詞 による場合 と使役 主体 の動作 を伴わない場
合、 また、使役 主体 に事態 に対す る動作 も意 図もない場合まで様 々で ある。
5.2被 使役者 が とる格助詞
使役文の被使役者 は二格 とヲ格 をとるが、 自動詞の場合 は二重 ヲ格制役規則 によって二格 し
か とらないが、 自動詞 は二格 とヲ格 を とるこ とがで きる。 しか し、 自動詞 だか らとい って必ず
二格 とヲ格 を とるこ とがで きるので はな く、使役 主体 に事態 を成 立 させ よ うとす る意 図や許
可 ・あるい は被使役者 の 自発 的な動作 によって行 われ る 「説 得」 「許諾」は二格 を とることが
で きる。 しか し事態 が使 役主 体 の意 図に よって行 なわれ て も被使 役者 の強制 的な動作 に よる
「強制2」 や、被使役者 の動作 の結果に よって使役主体 に後 か ら意 図が生まれ た 「黙認 」な どは
二格 をとることはできない。だか ら、被使役者が二格 をとる条件 を一般化す ると次 のよ うになる。
能動文の動詞 が 自動詞 であ り、動 作が被使役者 によって行 われ て も被使役者の意図(納 得)
と使役主体 に事態 を成立 させ よ うとす る意図 によって事態が成 り立っ場合 に限って被使役者
は二格 を とるこ とがで きる。
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5.3無 対 自動詞 と使 役 との関わ り
無対 自動詞 を使役形 にす る ことがで きるのは、事 態が被使役 者の意志的な動作 に よって行 わ
れ る場合 であ り、使役主体 に意 図がない場合には使役 主体の変化 に対す るきっかけであるか、
あ るいは被使役者 が事態 のため動作性か内発性 があ る場合で ある。 また、被使役者 に動作性 や
内発性 がな く、使役主体 に事態 に対す る意図がな くて も使役 主体が事態に対 して責任 を感 じる
のであれ ば使役文 にす るこ とができる。
5.4他 動詞 と使役 との関わ り
他動詞 だか らとい って必ず それ を使 役文で表す ことがで きるのではな く、ガ格名詞 に意志 の
ない 自然現象や原因 な どが現れた り、動詞が状態変化 主体の他 動詞であった り、あるい は事態
が ヲ格名詞 か らガ格名詞 に向け られ る場合な どにはそれ を使役 文にす ることはできないが 、次
の よ うな条件 が満 た されれ ば使役文 にす ることができ る
(1)事 態 がガ格名詞 の意 図 とヲ格名 詞の動作に よって行 なわれ る場合
(2)変 化す るのが ヲ格名詞 に対す るガ格名詞 の意志 的な心理状 態や判 断な どを表わす場合
(3)機 械や乗 り物が本来 の機能や 目的 と して用 い られ る場合
(4)再 帰用法 の場合 にも使役文 はで きるが、 ヲ格名詞 の変化 がガ格名詞 の無意志的 な動作 に
よる場合
6有 対 自動詞の使役形 と有対他動詞 との関わ り
有対 自動詞 の(sa)seru形 と有対他動詞 とは どのよ うな関わ りがあるのかにっいて調べた。
自動詞 の使役形だ けが 自然で あるのは、事態が被使役者 の動作 に よって行 なわれ るか、 あるい
は事態 を実現 させ る能力が被使役者(有 情物)に ないのに使役 主体が何 とか事態 を実現に導い
た とい う意識が働 く場合で ある。
次 に 自動詞 の使役 形 と他動詞が共 に自然なのは被使役者 が有情物 か非情物か によって、また
動作性 の有無 によって違って くる。被 使役者 に動作性 があ る場合 には、:事態が使役主体の意図
に よって実現 され る場 合や、使役 主体に意図がな くて も被使役者 の意志的な動作に よって実現
され る場合、また事態に対す る意志が被使役者 にな くても使役主体 の意図 と被使役者 の動 作に
よって行 なわれ る場合 であ る。被役者 が動作性 のない有情物 の場合 にも 自動詞の使役形 と他動
詞 が共 に 自然な場合 もあ るが、それは事態がある原 因や きっかけによる心理状態の変化 を表 わ
す場合 として、意志的な行為 によ らないので命令表現 はできない が、事態変化 に事態制御性 が
働 いて禁止表現はで きる。被 使役 者が非動物 である場合 にも両方 できる場合 もあるが、使役 主
体 の意 図によるのではな く使 役主体の行為が原 因になって被使役者 がもってい る変化 に対す る
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内発性 によって事態が生 じた場合 とか、使役 主体 に よって成 り立つが、一般的 にそ うな らない 、
な りに くい もの を使役 主体が何 とか意図的に事態 を実現 に導 いた場合 である。
また、 自動詞 の使役 形はで きず他動詞 に よる表現だ けが 自然 な場合 もある。被使役 者が有情
物 であ る場合 は被使 役者 に よって行 なわれ た事態 に対 して使 役主体 が不注意や 責任 を感 じた
り、事態が使役 主体の動作 によって実現 され 、被使役者 を動 作性 のない非情物 として扱 う場合 、
あるい は動詞本 来の意 味か らずれて抽象 的な概念 として用 い られ る場合で ある。被使彼者 が非
情物 である場合 は事 態が被使 役者 の 自発 的な動作 によ らないので、使役主体の意図的な働 きか
けや 、 自燃現象 、あ るいは事態の変化 が使役主体 の働 きかけに よるのではな く、被使役者 の内
部 による状態変化 を表 わす場合 には被使役者 によって事態 が成立 しない ので 自動詞の使役形は
不 自然 にな る。
7使 役 と他 動 との繋 が り
使役 は動詞の(sa)seru形 で意 味を表 わすが、事態 が使役主体 の意図 と被使 役者の動作 によ
る典型的な使役 か ら、使役 主体の設 定 さえできない場合 、また、事態が使役主体の動作 によっ
て行 われ る語彙 的な他動 の場合まであ る。
「使役1」 は使役主体の意 図 と被使役 者の動作 に よって行 なわれ る場合(「 強制1」 「強制2」
「説得」 「許諾 」)と して、 「強制1」 か ら 「許諾 」にい くに従 って事態 に対 す る被使役者 の意
図 は強 くな るが、逆 に使役 主体の意 図はだんだん弱 くなる。
使役主体 と被使役者 が別 々で あ り、事 態が使役主体 の意 図 と被使役者 の意志的な動作 によっ
て行 なわれ る 「強制2」 「説得」 が一番 典型的な使役 であ ろ う。 「許諾」 は 「説 得」に比べて使
役 主体 の意 図は弱いが使役 主体の許可 によって:事態 が成 り立つ場合 であ る。 「強制1」 にな る
と被使役者 には 自発的 な動作行為能力 がな く、使役 主体に よる行為(プ ロセ ス)を 要求 し、「プ
ロセ ス」 と 「動作」 が分化 され る。 つま り、事態実現 のための 「プロセ ス」は使 役主体の役 割
で あ り、動詞が表 わす 「動作」 は被使役者 に よる場合 と して、 「プ ロセ ス」 と 「動作」 が分化
されないで被使役者 に よって行 なわれ る 「強制2」 と、事態 が使役主体 の動作に よって実現 さ
れ る他動 との中間的 な媒介 の役割 をす る。
「使役1」 は事態が使役 主体 の動詞 による場合 であるが、 「使役4」 にい くほ ど使役 主体には
使 役性(事 態 を実現 させ よ うとす る使役 主体の働 きか け)が だ んだんな くな る。 「使役2」 は
被使役者 自らによって行 なわれ た事態 の当為性 を使 役主体 に責任転移す る場合 として使役 主体
は事態変化の原 因であ り、 「使役3」 は事態が使役 主体 の動詞 とは全然 関わ りな く行 なわれ て
い るのに 「使役2」 とは逆 に使役 主体 が 自ら責任 を感 じる場合(疑 似意図性 を もつ)で ある。
さらに 「使役4」 になる と事態 に対す る判断 を話 し手が使役 形式 を とって表 わすだけで使役 主
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体 は形式化 して しま う。
また、他動詞が使 役 の意味 を表わす場合 がある。典型 的な他動 は事態がガ格名 詞の動作 によ
る場合で あるが、典型的 な使役は使役 主体 の意 図 と被使役者 の動作 によって生 じるので使役主
体 と事態 との関わ りは間接的で ある。 しか し、同一事態 を他動詞 に よって もあるいは 自動詞 の
(sa)seru形 に よって も表現す ることができる とい うことは、他動詞 と自動詞 の(sa)seru形
の違 いが直接的か間接的かだ けではな く別 の何 かが働 いている とい うこ とになる。他 動詞 が使
役 の意味 として使 われ るの は有対他動詞 の場合 であ り、結果 重視 か動作重視かな どによって他
動詞 が使 われ た り自動詞 の(sa)seru形 が使 われ た りす る。
また、動詞 の(sa)seru形 が使役 か他動 かは事態に対す る動作性 が使役 主体にあ るの か被使
役者 にあるのか とい うこ とであるが、感情動詞 や再帰動詞 な どの よ うに事態 が被使:役者 の動作
によ らない場合 の動詞 の(sa)seru形 は使役 とはいえない。 無対 自動詞 が表 わす変化 が必ず ガ
格名詞 の動作 によるのではな く、変化 の原因まで表 わす 時には対応す る他動詞 がない ので文法
的な ヴォイス としての動詞 の(sa)seru形 で表 わすだ けで、動詞 の(sa)seru形 として文 に現
われて も使役 とはいえない。
だか ら同 じ動詞 の(sa)seru形 を とって も事態が被使役者 の動作 によって実現 され る場合 も
あれ ば、事態が使役 主体の直接 的な働 きかけによって行われ る場合 もある。また、動詞 が使役
の意味 を表わす語彙 的な使役 もあ るので、使役 と他動 は典型的 な使役 と語彙的な使役 、語彙 的
な他動 と典型的な他動 がそれぞれ使役 とい う枠の なかで働 いて いるこ とにな る。
8自 動詞 と受身 との関わ り
8.1直 接 受身にでき る場合
ヲ格名詞 を とらない有対 自動詞は大体直接受身 に よる表現 はできないが、 ガ格名 詞が二格の
ヲ格名詞 に偶然 に影響 を与 える場合にはそれ を直接受身 に よる表現 ができる場合が ある。動詞
が ヲ格名詞 を とらない点で一応 自動詞 に分類 しておいたが、二格名詞 に影響 を与 えるとい う点
か らす る と自動詞 と他 動詞 の中間的だ ともいえ る。
無対 自動詞 もヲ格名 詞が与格(二 格)を と り、事態 がガ格名詞 の動作 による場合には直接受
身 による表現 ができるが 、ガ格名詞 の意図の有無に違 いがあ る、また、無対 自動詞が二格名詞
に対す るガ格名詞 の 自然 的な心理状態 の変化 を表わす場合 に も直接受身 による表現がで きた。
8.2間 接受身 との関 わ り
8。2.1間 接受身 にで きる場合
間接受身は事態 によって間接 的に影響 を受 けた事物 の立場 か らの表現 として、有対 自動詞 は
ガ格名詞 の意 志に よって事態 が成 り立っ場合 には間接受身文 が可能であ る。 しか し、無意志的
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な動作 の場合 に も事態 がガ格名 詞の意志 によって実現rf∫能で あれば間接受身 による表現 ができ
る。 また、事態が ガ格4、詞の意志 によ らない場合 として変化 す るのが人 の心理状態や病気、身
体的な変化 な どを表 わす揚合 に も間接受身にす ることができ るが、意志や命令 による表現 はで
きな くて も禁止表現が できる場合 である。
8.2.2間 接受身 にで きない場合
自動詞 が表わす事態が無意志的 な変化であって も間接受身 にす る ことがで きたが、主語が物
名詞や事柄名 詞の よ うに主語の意志に よって成 り立 たない場合 には間接受身文はで きない、主
語が物 の物理的な変化 の場合、事柄の抽象 的な変化 を表 わす場合 、 自然現象 による変化 を表わ
す場合 、物名 詞が もってい る内発性に よって変化 が生 じる場合 、 自然的 な身体部分の変化 を表
わす場合 、あるいは主語の単純状態 を表わ している場合 には間接受身文 は不 自然にな る。
このよ うに無対 自動詞 も間接 受身にす ることが必ずで きるのではなく、事態が人に よって生
じるのでなけれ ば間接受身 文で表 わす こ とはで きないが、 「雨に降 られ た」の よ うに 自然 現象
であってもその状 況に よってガ格名詞 に直接被害 を うけた と感 じるので あれ ば間接 受身に よる
表現 はできる。
9他 動詞 とヴォイス との関わ り
典型的 な他 動詞 は対象へ の働 きかけがある動詞の ことで あるが、他動詞 であって も対象 への
働 きか けが異な る。対象へ の働 きかけがガ格名詞の動作 と意図 による場合 か ら意 図はな く動作
による場合、働 きかけが動作 と意 図によ らない場合、また、対象への働 きかけのない他動詞 も
あるので、他動詞 だか らとい って対象へ の働 きか けを表わすのではない。
その対象への働 きかけによって使役 と受身 との関わ りが違 って くる。他動詞 であって も使役
がで きない場合 だけではな く、受身 にで きない場合 もあ る。 また、使役 はできて も受身 ができ
なかった り、受身 はできるのに使役がで きなか った りす るのは、対象へ の働 きかけ方 と密接 な
関係 があ る。対象へ の働 きか けがガ格名 詞の動作 と意 図に よる場合 には使役 と受身 に よる表現
ができ るが、ガ格名詞 に意図 と動作性 のない場合 には使役 と受 身にす る ことがで きないので、
た とえ、対応す る自動詞のあ る他 自動詞 だか らといって一概 に対象へ の働 きか けを表わす とい
うことではない。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論 文 は 、 「序 論 」 と 「結 論 」 を含 め全10章 よ り成 る。
「第1章 序 論 」 で は 、 日本 語 動 詞 の 自他 分 類 に 関す る研 究 史 に簡 単 に触 れ た後 、本 論 文 の
目的 が 、動 詞 の 「自 ・他 が ど こで繋 が り、 そ れ が ヴォイ ス との 関 わ りに どん な影 響 を及 ぼ して
い るの か につ い て領 域 を 広 げ て調 べ る」点 に あ る こ とを述 べ る と と もに、本 論 文 の構 成 を記 す 。
「第2章 他 動 詞 構 文 」で は 、対応 す る 自動 詞 の有 無 に よっ て 、他 動 詞 を 「有 対他 動 詞 」(「壊
す 」 「回 す 」etc.)と 「無 対他 動 詞 」(「叩 く」 「作 る」etc,)と に分 け、 前 者 が 対 象 へ の働 きか
け と変 化 とを表 わ し、後 者 が対 象 へ の働 きか け を表 わす 、 とい っ た従 来 の 考 え方 に見 られ る不
備 を指 摘 す る と と もに 、動 詞 と名 詞 句 との関 わ り、 動 詞 の動 作 性 ・意 志 性 の 有 無 とい った観 点
か ら、 両者 に お け る新 た な 下位 分 類 を提 示 す る。
「第3章 自動 詞 構 文 」 で は 、従 来 、対 応 す る他 動 詞 の 有 無 に よっ て 、 自動 詞 を 「有 対 自動
詞 」(「壊 れ る」 「回 る 」etc.)と 「無 対 自動 詞 」(「行 く」 「泳 ぐ」etc.)と に分 け、 前 者 は非 情
物 を主 語 とす る 点 、後 者 は動 作 主 の意 志 に よ る動 作 を表 わ す 点 が 特 徴 と して 指 摘 され て きた
が 、動 作性 の あ る有 情 物 も 前者 の 主語 に な り うる こ と(「 集 ま る」etc.)、 後 者 は 自然 現 象(「 腐
る」etc.)や 状 態 の 変 化(「 太 る」etc.)等 を も表 わ し うる こ とを述 べ る。
「第4章 他 動 【生」 で は 、最 も他 動 詞 ら しい他 動 詞 とい うの は ど うい う動 詞 で あ る か 、 とい
う考 察 か ら出発 し、 「他 動 性 」 とい う観 点 か ら他 動 詞 の 分 類 を試 み る。 そ の 結 果 、 事 態 に 関 与
す る事物 が 二っ か一一つ か 、 ま た 、対 象 へ の働 きか けが 動 作 主 体 の動 作 と意 図 に よ るの か 、 あ る
い は 主 体 が変 化 の原 因 と して働 くの か 、 に よ っ て他 動 性 が 異 な る こ とを明 らか に し、 他 動詞 を
大 き くは3種 に 、 さ らに細 か くは/6種 に分 類 す る こ とを提 示 す る。
「第5章 使 役構 文 」 で は 、 口本 語 動詞 の使 役 形((sa)seru形)が 、 「誰 か が 誰 か に あ る動 作
をす る よ うに仕 向 け る」 とい った 典 型 的 な使 役 の 意 味 を常 に 表 わ す わ けで は な く、 「説 得 」 「許
諾 」 「黙 認 」 「誘 発 」 等 の様 々 な意 味 を表 わす こ とを確 認 した 後 、使 役 文 の被 使 役 者 が 取 る格 を
二格 か ヲ格 か に決 め る条 件 は何 か 、 白動 詞 ・他 動 詞 が使 役 文 に用 い られ るか 否 か を決 め る条件
は何 か 、 にっ い て考 察 す る。
「第6章 有 対 自動 詞 の使 役 と有 対他 動詞 」で は 、有 対 自動 詞 の使 役 形(「 下 が らせ る」etc.)
と対 応 す る他 動 詞(「 下 げ る」etc.)と の 関 わ りにつ い て 、有 対 自動詞 の使 役 だ け が 自然 な易 合
(「子 供 を暖 ま らせ る」、 「×子 供 を暖 め る」etc⊃ 、他 動 詞0)み が 自然 な 場 合(「 ×入 を助 か ら
せ る」、「人 を助 け る」etc.)、 両 者 と も 自然 な 場 合(「 学 生 を 集 ま らせ るi「 学 生 を集 め る」etC.)
に 分 け 、 そ の使 い 分 け のル ー ル を 考察 す る。
「第7章 使 役 と他 動 との 関 わ り」 で は 、使 役 と他 動 との 問 に 、 対 象 を あ る状 態 に させ る と
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い う点で共通性が ある ことに より、使役形 が、使役 主体の意図 と被使役者 の動作 との関わ りで
語彙的 な他動(「 音楽 を聞かせ る」etc.)に 近づ く場合 があ ること、また逆 に、他動詞(有 対他
動詞)が 、被使役 者の意志 と事態の結果 を重視す る場合 には語彙的 な使役(「 子供 を家に帰す 」
etc.)に 近づ く場 合が あることを指摘す る。
「第8章 受身構 文」で は、 自動詞 と受身 との関 わ りについて考察す る。す なわ ち、直接受
身に関 しては、有対 自動詞 、無対 自動詞 のいず れにおいて も、対象 が二格 で表 わ され る場合 に
限 り受身にで きる場合 があるこ と、問擦受身 に関 しては、有対 自動詞 は事態 の変化 が主体 の意
志的な動作に よって行 なわれ るのでない場合 に、無対 自動詞は事態 が人 に よって行 なわれ るの
でない場合 に間接 受身 にできない こ とを述べ る。
「第9章 他動詞 とヴォイス」では、有対他動詞 、無対他動詞、 といった動詞 の分類 が使役 、
受身 とい った ヴォイ ス とどのよ うに関わってい るのか、す なわ ち、使役 はできて も受身 はでき
ない とか、逆 に受身 はできて も使役はで きない とい う現象 が ど うして起 こるのか、とい う点を、
他動詞 にお ける主体 の動作 と意図、お よび対象 への働 きかけ とい う観点 か ら改 めて問い直 し、
全体 を整理 した形で提示す る。
「第10章 結 論」で は、本論文 におけ る論点が分 か りやす い形 で各 章 ご とに整理 され て示 さ
れ る。
以上 、本論文 は、 日本語動詞 にお ける自動詞 、他動詞 の連続性 の問題 を、有対他動詞 、無対
他動詞 、有対 自動詞 、無対 自動詞 とい った動詞の4分 類 と使 役、受身 といった ヴォイ ス との関
わ りとい う大 きな枠組み の中で捉 えることを 目的 と し、その点 を、基本 的には意味 ・統語論的
立場 に立 ちっっ、動作 の対象へ の働 きか けの有無、動作主体の意志性や意 図の有無 、客体 にお
ける変化 の有無、 といった観点か ら当該事態を詳細 に場合 分 けす ることを通 して明 らかに しよ
うとしたもので ある。構成 に若干 の重複 が認 め られ るものの、 日本語動詞 の上記4分 類 を更 に
細 分化 して示 した 点や 、使 役 において動作 そ の もの と動作 に至 るプ ロセ ス とを 区別 した点 な
ど、新 しい知見 をも提示 しつつ論 を展開 し、 日本語 動詞 にお ける自他 の連続1生を従来 のプ ロ ト
タイプ論 とは違 った観 点 か ら分析 し、 ヴォイス を も含 めた広 い視野 か ら新 たに位 置付 けた点
で、 日本語動詞の ヴォイ ス研究の発展 に寄与す るもの と高 く評価 され る。
よって、本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授 与 され るに充分 な資格 を有す る もの と
認 め られ る。
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